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2019 年 11 月 11 日 

角山 智 

資産運用レポート：自己分析（２０１９年版） 

 

１ はじめに 

 

 今年９月、業種別セミナーの外部講師を務めました。先方からの依頼による、東証３３業種の

特徴などを解説したセミナーで、テキスト作成を通じて私自身の勉強にもなりました。 

 

 このとき改めて感じたのは、市況の影響を受ける度合いや投資の難易度など、業種間の相当な

相違です。それとともに「自分の業種別パフォーマンスはどうなのだろうか」という疑問がわい

てきました。次のような感触を得ているものの、実際に計算したことはありません。 

 

●内需系のローテク株である小売・サービスを得意としている 

●２００５年の小泉相場では新興不動産株で稼がせてもらった 

●製造業ではそんなに儲けていない 

●金融業もあまりいい思い出がない 

 

 私はエクセルにて簡単な書式を作り、過去の売買履歴を記録し、自己分析を行い投資の改善に

役立てています（下表）。今回、その書式に業種を追加して、業種別のパフォーマンスを計算して

みました。 

 

★筆者の売買履歴 

 
今回、業種を追加 

 

 正直なところ、計算結果には驚かされました。数字として、パフォーマンスの高い業種とそう

でない業種の差がはっきりと出ていたからです。利益の１／３をある業種で稼ぎ、損失の４割は

２つの業種から出ていました。 

 

 いっそのこと、投資対象を特定の業種に絞り込み、残りはすべて捨ててもいいと思えるぐらい

でした。投資方針や売買ルールの変更を検討する必要すらありそうです。 

 

今回の資産運用レポートでは、新たな自己分析の切り口として、業種別パフォーマンス分析の

結果をまとめました。 

 


